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1 はじめに 

山形県立米沢女子短期大学は昭和 27（1952）年

４月に米沢女子短期大学家政科・被服別科として

開学した[1]。昭和 38（1963）年４月に県立に移管

承継し，昭和 45（1970）年４月に名称が現在の名

称である山形県立米沢女子短期大学に変更された

[1]。そして令和４（2022）年４月に開学 70 周年

を迎えた。このように山形県立米沢女子短期大学

は歴史と伝統のある短期大学である。 

山形県立米沢女子短期大学（以下「米沢女子短

期大学」という。）は４つの専門学科を有する総合

短期大学である。４つの専門学科は国語国文学

科・英語英文学科・日本史学科・社会情報学科で

ある。国語国文学科は昭和 31（1956）年４月に開

設された国語科を昭和 45（1970）年４月に国語国

文学科へと名称を変更した。英語英文学科および

日本史学科は昭和 59（1984）年４月に開設された。

そして社会情報学科は平成６（1994）年４月に家

政学科を改組して開設された。設置学科の名称か

ら明らかなように，米沢女子短期大学には人文・

社会科学・情報系の学科が設置されている。 

いま現在，「米沢女子短期大学は全学でデータサ

イエンス教育を実施しているのか」と問われると，

全学でデータサイエンス教育を実施しているとは

言い難い。しかし一部の学科ではデータサイエン

ス教育に関連する科目を開講している学科がある。

データサイエンス教育に関連する科目を開講して

いる学科は社会情報学科である。本稿では社会情

報学科のカリキュラムならびに米沢女子短期大学

全学共通の教養科目「情報リテラシー」分野のカ

リキュラムとともに，開講しているデータサイエ

ンス教育に関連する科目を紹介する。 

 

2 米沢女子短期大学教養科目のカリキュラ

ムとデータサイエンス教育 

米沢女子短期大学全学共通の教養科目は「共通

教育科目」と「共通基礎科目」という２つの大分

野で構成されている。大分野「共通基礎科目」に

は小分野として「情報リテラシー」・「外国語」・「保

健体育」が含まれている[2]。表１は米沢女子短期

大学教養科目の大分野「共通基礎科目」のうち小

分野「情報リテラシー」のカリキュラムを示した

ものである。「情報リテラシー」の科目は選択科目

である。ただし教職課程を履修している学生は必

修科目となっている。 

１年次／２年次後期開講科目の「情報処理演習

II」では，スプレッドシートを用いてデータの入

力，データの集計（和や平均など），データの並び

替え，ランキング，データの表現（棒グラフ・折

れ線グラフ，複合グラフなどのグラフ作成），クロ

ス集計などの基本的な知識とスキルの習得を行っ

ている。スプレッドシートは Microsoft 社の Excel

を使用している。「情報処理演習 II」は数理・デ

ータサイエンス・AI 教育強化拠点コンソーシアム

が策定した「数理・データサイエンス・AI（リテ

ラシーレベル）モデルカリキュラム（以下「モデ

ルカリキュラム」という。）」の「1-4. データ・AI

利活用のための技術」，「2-1. データを読む」，「2-2. 

データを説明する」，「2-3. データを扱う」に対応

する[3]。 

１年次／２年次前期開講科目の「応用情報処理

演習 I」では，スプレッドシートを用いてデータ

ベースの作成や業務データの分析，分析レポート

の作成，CSV ファイルの取り扱いなどについて学

ぶ。「情報処理演習 II」で培ったデータの入力，

データの集計，データの並び替え，ランキング，



 

データの表現，クロス集計などの基本的な知識と

スキルを土台にして，実社会での仕事に直結した

知識とスキルの習得に努めている。スプレッドシ

ートは Microsoft 社の Excel を使用している。「応

用情報処理演習 I」はモデルカリキュラムの「1-4. 

データ・AI 利活用のための技術」，「2-1. データを

読む」，「2-2. データを説明する」，「2-3. データを

扱う」に対応する[3]。 

 

3 米沢女子短期大学社会情報学科のカリ

キュラムとデータサイエンス教育 

3.1 カリキュラム構成 

社会情報学科のカリキュラム・ポリシーは「『社

会と心理』『経済と経営』『情報とメディア表現』

の三分野を広く学び，分析，表現，応用する力を

培うとともに，ゼミや演習などの少人数教育を通

じて問題解決能力やコミュニケーション能力を高

め，豊かな社会づくりに貢献できる人材を育成す

る。」である[4]。社会情報学科専門科目のカリキ

ュラムが「人間社会と心理」「経済と経営分析」「情

報とメディア表現」の三分野体制となったのは，

平成 20（2008）年度カリキュラムからである[5]。

その後，三分野体制を維持しながらカリキュラム

の見直しを行い，平成 27（2015）年度カリキュラ

ムから，情報処理技術者試験 ITパスポート試験や

日商簿記２級・３級などの資格取得を見据えた授

業展開を行っている。 

カリキュラム・ポリシーに記載のとおり，社会

情報学科では「社会と心理」「経済と経営」「情報

とメディア表現」の三分野を学ぶことが可能とな

っている[4]。表２は社会情報学科専門科目のカリ

キュラムを学年進行にしたがって示したものであ

る。「人間社会と心理」分野では，社会学・心理学

を中心とした科目が開講されている。「経済と経営

分析」分野では，経済学・経営学を中心とした科

目が開講されている。そして「情報とメディア表

現」分野では，情報学・メディア表現に関する科

目が開講されている。また「基礎科目」として，

三分野の基盤となる４科目を１年次前期と後期に

必修科目として開講している。「社会と心理」「経

済と経営」「情報とメディア表現」分野は各分野で

２単位を選択必修としている。つまり学生は個人

の興味・関心にしたがって三分野の科目を履修す

ることが可能となっている。 

 

3.2 データサイエンス教育に関わる科目 

社会情報学科のカリキュラムの中で，データサ

イエンス教育に関わる科目を分野ごとに紹介する。 

 

3.2.1 「基礎科目」分野 

１年次前期開講科目の「行動科学概論」は，「行

動科学の考え方，特にデータを集め，仮説を立て，

分析するといった実証的研究法に焦点を当てて講

義」が行われている[6]。また１年次前期に開講か

つ必修科目という特性上，スタディスキルについ

ても各回の授業の中で触れられている[6]。行動科

学概論の授業では，２回の授業回において統計ソ

フトRの使い方やRでの統計分析の方法について

扱われている。これらの授業回が１年次後期開講

の「統計学入門」への橋渡しの役目も担っている。

「行動科学概論」はモデルカリキュラムの「2-1. 

データを読む」，「2-2. データを説明する」「2-3. デ

ータを扱う」，「4-7. データハンドリング」に対応

する[3]。 

社会情報学科のカリキュラムの中で最も特徴的

なことは，１年次後期開講科目の「統計学入門」

が必修科目となっている点である。「統計学入門」

を履修することで，データの特性を理解すること，

データから情報を読み取ること，そしてデータか

ら読み取った情報をもとに判断（意思決定）をし

ていくことの基礎を学ぶことができる。「統計学

入門」の授業では，「母集団と標本・社会調査」，

「記述統計（度数分布表・ヒストグラム，分布の

中心をあらわす尺度，分布の散らばりをあらわす

尺度）」，「正規分布」，「区間推定（母分散が既知の

場合の母平均の推定，母分散が未知の場合の母平

均の推定）」，「統計的仮説検定（母分散が既知の場

合の母平均に関する検定，母分散が未知の場合の

母平均に関する検定）」，「２種類のエラー」，「散布

図と相関係数」を学ぶ[6]。「統計学入門」はモデ

ルカリキュラムの「2-1. データを読む」，「2-2. デ

ータを説明する」，「4-1. 統計および数理基礎」に

対応する[3]。 

 



 

表１．山形県立米沢女子短期大学教養科目「情報リテラシー」分野のカリキュラム 

大分野 小分野 １年次／２年次前期 １年次／２年次後期 

共通基礎科目 情報リテラシー 情報処理演習 I 

応用情報処理演習 I 

応用情報処理演習 II 

応用情報処理演習 III 

情報処理演習 II 

 

山形県立米沢女子短期大学（2023）「令和５年度各学科シラバス 『教養科目』（令和５年度入学生用）」をもとに作成。下線

はデータサイエンス教育に関わる科目を表す。情報処理演習 I は学科指定で５コマ開講されている。情報処理演習 II は学科

指定で４コマ開講されている。 

 

表２．山形県立米沢女子短期大学社会情報学科専門科目のカリキュラム 

分野 １年次前期 １年次後期 ２年次前期 ２年次後期 

基礎 

科目 

◎行動科学概論 

◎ウェブデザイン入門 

◎情報社会論 

◎統計学入門 

  

人間社

会と心

理 

社会学 

社会ネットワーク論 

社会心理学 

地域社会学 

環境社会学 

集合行動論 

政治心理学 

社会調査演習 

社会心理学演習 

認知心理学 

経済と

経営分

析 

経済学入門 

簿記会計演習 

電子商取引概論 

経営学入門 

ファイナンス論 

経営管理論 

経営情報論（ＤＸ論） 

情報セキュリティ論 

ファイナンス演習 

経営情報演習 

 

メディ

ア表現

と情報 

メディア文化論 

データ分析入門 

IT 概論 

メディア表現論 

視覚文化論 

メディアリテラシー 

応用データ分析 

情報コミュニケーション 

データベース概論 

メディア制作演習 

プログラミング１ 

プログラミング２ 

基礎 

ゼミ 

 ◎基礎ゼミ一～七   

専門 

ゼミ 

  ◎専門ゼミ一～九 

◎卒業研究 

◎専門ゼミ一～九 

◎卒業研究 

山形県立米沢女子短期大学（2023）「令和５年度各学科別シラバス 『社会情報学科専門科目』（令和５年度入学生用）」をも

とに作成。◎印は必修科目を表す。◎印以外の科目は選択必修科目を表す。下線はデータサイエンス教育に関わる科目を表

す。



 

3.2.2 「人間社会と心理」分野 

２年次後期開講科目の「社会調査演習」は社会

調査の基礎的知識を基に，課題に応じた社会調査

を企画することを学ぶ[6]。学生が限定的な質問紙

調査を設計し，同講義の受講生に対してアンケー

トを実施し，アンケート結果を使ってレポートを

作成している[6]。「社会調査演習」の授業はモデ

ルカリキュラムの「2-1. データを読む」，「2-2. デ

ータを説明する」，「2-3. データを扱う」，「4-9. デ

ータ活用実践（教師なし学習）」に対応する[3]。 

 

3.2.3 「経済と経営分析」分野 

１年次後期開講科目の「経営情報論（ＤＸ論）」

では，「経営学の立場からデジタル技術やデータサ

イエンス，AI に関する知識を多角的かつ包括的に

学修する」ことができる[6]。授業では，「DX（Digital 

Transformation）の概要」，「デジタル経営とビジネ

スモデル：ICT を活用したデジタル経営とビジネ

スプロセス/ビジネスモデルの概要」，「パターン認

識と予測：AI によるビジネスの変化とビジネスモ

デルの変革」，「最適化：ビジネス・アナリティク

スと意思決定のための最適化」，「DX 変革：デジ

タル技術を活用した暗黙知の見える化とバリュー

チェーン」，「スマート農業：持続可能な農業を支

える見える化と自動・無人化」，「オンライン・メ

ンテナンス：DX 変革とデータ活用による価値創

造」を学習する授業回が設定されている[6]。「経

営情報論（ＤＸ論）」はモデルカリキュラムの「1-1. 

社会で起きている変化」，「1-3. データ・AI の活用

領域」，「1-4. データ・AI 利活用のための技術」，

「1-5. データ・AI 利活用の現場」，「1-6. データ・

AI 利活用の最新動向」に対応する[3]。 

１年次後期開講科目の「情報セキュリティ論」

では，「一般利用者としての必要最低限な情報セキ

ュリティ知識を身につけてもらう」ことを念頭に，

「ネットワークにおける各種の危険性と脅威」と

その「基本的な対策を習得」する[6]。また「情報

セキュリティ関連の法律に関する基本知識」につ

いても学ぶ[6]。各授業回では，「情報セキュリテ

ィの定義」，「盗聴の脅威とその対策，暗号化技術

の基本知識」，「侵入・なりすましの脅威と対策」，

「改ざん・破壊の脅威と対策」，「情報セキュリテ

ィ関連法律のしくみと著作権法」，「知的財産権と

特許法・商標法，個人情報保護法」，「コンピュー

タ犯罪防止法，不正アクセス禁止法と不当競争防

止法」などが扱われている[6]。「情報セキュリテ

ィ論」は「3-1. データ・AI を扱う上での留意事項」，

「3-2. データを守る上での留意事項」に対応する

[3]。 

２年次前期開講科目の「経営情報演習」では，

「基本的な経営分析の手法」を Microsoft 社の

Excel を用いて学ぶ[6]。各授業回で学習する経営

分析の基本的な手法は「分散分析・一元配置」，「分

散分析：繰り返しのある二元配置」，「分散分析：

繰り返しのない二元配置」，「相関分析」，「共分散

分析」，「基本統計量」，「F 検定：2 標本を使用し

た分散の検定」，「フーリエ解析」，「ヒストグラム」，

「移動平均」，「順位と百分位」，「回帰分析」が扱

われている[6]。１年次後期開講科目の「統計学入

門」での学びを経て，さらに進んだ統計分析の手

法を「経営情報演習」で学ぶことができる。「経

営情報演習」はモデルカリキュラムの「2-1. デー

タを読む」，「2-2. データを説明する」，「2-3. デー

タを扱う」，「4-1. 統計および数理基礎」，「4-4. 時

系列データ解析」，「4-8. データ活用実践（教師あ

り学習）」に対応する[3]。 

 

3.2.4 「メディア表現と情報」分野 

１年次前期開講科目の「データ分析入門」では，

「少子高齢化，地域の衰退などの地域社会の問題

に関する資料を定量的に分析する知識とスキルを

習得する」ことができる[6]。授業では，経済産業

省と内閣官房が提供する地域経済分析システム

（RESAS：リーサス）の使い方や地域経済分析シ

ステムを用いて地域の分析を行う授業回が設定さ

れている[6]。また，環境省が提供する地域経済循

環分析の使い方や地域経済循環分析を用いて地域

の分析を行う授業回が設定されている[6]。「デー

タ分析入門」はモデルカリキュラムの「1-2. 社会

で活用されているデータ」，「1-4. データ・AI 利活

用のための技術」に対応する[3]。 

１年次前期開講科目の「IT 概論」では，「IT 技

術に関する基本的な考え方や特徴などを学ぶ」こ

とができる[6]。授業では，「コンピュータで扱う



 

数値やデータに関する基礎的な理論」および「集

合と論理演算，文字の表現」として，２進数，基

数変換，２進数の足し算・引き算，２進数での負

の数の扱い方，集合，ベン図，論理演算，AI の技

術の特徴と基本的な考え方を学ぶ授業回が設定さ

れている[6]。また「アルゴリズムとプログラミン

グ」ではデータ構造や基本的な並び替え（ソート）

や探索（サーチ）を学ぶ[6]。さらに「コンピュー

タ構成要素」や「オペレーティングシステム」「情

報セキュリティ」について学ぶ授業回が設定され

ている[6]。「IT 概論」はモデルカリキュラムの「3-1. 

データ・AI を扱う上での留意事項」，「3-2. データ

を守る上での留意事項」，「4-1. 統計および数理基

礎」，「4-2. アルゴリズム基礎」，「4-3. データ構造

とプログラミング基礎」に対応する[3]。 

１年次後期開講科目の「データベース概論」で

は，「ICT 社会の根幹を担うデータベース」の基礎

知識を学ぶ[6]。基礎知識として，データベース内

に構築するテーブルの構造，主キーや外部キーの

把握，テーブル設計，リレーショナルデータモデ

ル，リレーショナル代数，データの正規化を学ぶ

[6]。これらの基礎知識をもとに実際に小規模なリ

レーショナルデータベースを構築し，クエリの作

成，クエリによるレコードの抽出や集計を行う[6]。

データベースソフトウェアは Microsoft 社の

Access を利用している。「データベース概論」は

モデルカリキュラムの「4-7. データハンドリング」

に対応する[3]。 

２年次前期開講科目の「プログラミング１」お

よび２年次後期開講科目の「プログラミング２」

では，「プログラミングに必要な問題を解くための

手順（アルゴリズム）の組み立て方を理解し，プ

ログラムを順序立てて正確に作成する」ことを学

ぶ[6]。「プログラミング１」では，Microsoft 社の

Excel の開発環境を利用し，プログラミング言語

はVisual Basic／Visual Basic For Applicationを扱っ

ている。短期大学卒業後に官公庁や企業に就職す

る学生が多く，また職種は事務職や営業職が大多

数を占める。官公庁や一般企業では Microsoft 社の

Excel を用いて仕事を行っている場面が多い。

Excel での事務作業のうち，自動化できる場面に

遭遇した場合，「プログラミング１」で学んだ知

識を使って，仕事（作業）の自動化を目指してほ

しいことから Visual Basic／Visual Basic For 

Application を扱っている。「プログラミング２」

では，プログラミング言語として Web ブラウザ向

けスクリプト言語である JavaScriptを扱っている。

１年次前期開講で必修科目の「ウェブデザイン入

門」では，HTML5 および CSS の基礎を学んでい

る[6]。「ウェブデザイン入門」での学びをベース

にして，「プログラミング２」では Web ページを

操作するため，HTML 文書中に JavaScript コード

を組み込み，Web ブラウザで動的に動く Web ペー

ジの作成方法を学んでいく。「プログラミング１」

と「プログラミング２」の両方ともプログラムの

基本構造である順次構造・選択構造・繰返し構造

を軸にしてプログラミングを学んでいる。「プロ

グラミング１」および「プログラミング２」はモ

デルカリキュラムの「4-3. データ構造とプログラ

ミング基礎」，「4-7. データハンドリング」に対応

する[3]。 

 

4 数理・データサイエンス・AI（リテラシーレ

ベル）モデルカリキュラムと米沢女子短期

大学教養科目および社会情報学科専門

科目のデータサイエンス教育に関わる科

目との対応 

米沢女子短期大学の教養科目「情報リテラシー」

分野のカリキュラムおよび社会情報学科のカリキ

ュラムのうちデータサイエンス教育に関わる科目

は，モデルカリキュラムのどの項目に該当するの

かを確認する。モデルカリキュラムと米沢女子短

期大学の教養科目「情報リテラシー」のカリキュ

ラムおよび社会情報学科のカリキュラムのうちデ

ータサイエンス教育に関わる科目との対応を表３

に示す。 

社会情報学科単独でみると，社会情報学科のカ

リキュラムは数理・データサイエンス・AI 教育プ

ログラム認定制度（リテラシーレベル）の認定要

件に適合していることが分かる。数理・データサ

イエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度（リテラ

シーレベル）実施要綱細目[7]には，令和２（2020）

年３月の数理・データサイエンス・ＡＩ教育プロ

グラム認定制度検討会議において示された５つの 



 

表３．数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムと米沢女子短期大学教養科

目および社会情報学科のデータサイエンス教育に関わる科目との対応 

数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベ

ル）モデルカリキュラム 

山形県立米沢女子短期大学 

教養科目 社会情報学科専門科目 

導入 1. 社会におけるデータ・AI 利活用   

1-1. 社会で起きている変化  経営情報論（DX 論） 

1-2. 社会で活用されているデータ  データ分析入門 

1-3. データ・AI の活用領域  経営情報論（DX 論） 

1-4. データ・AI 利活用のための技術 

 

情報処理演習 II， 

応用情報処理演習 I 

経営情報論（DX 論）， 

データ分析入門 

1-5. データ・AI 利活用の現場  経営情報論（DX 論） 

1-6. データ・AI 利活用の最新動向  経営情報論（DX 論） 

基礎 2. データリテラシー   

2-1. データを読む 情報処理演習 II， 

応用情報処理演習 I 

行動科学概論，統計学入門， 

社会調査演習，経営情報演習 

2-2. データを説明する 情報処理演習 II， 

応用情報処理演習 I 

行動科学概論，統計学入門 

社会調査演習，経営情報演習 

2-3. データを扱う 情報処理演習 II， 

応用情報処理演習 I 

行動科学概論，社会調査演習， 

経営情報演習 

心得 3. データ・AI 利活用における留意事項   

3-1. データ・AI を扱う上での留意事項  情報セキュリティ論，IT 概論 

3-2. データを守る上での留意事項  情報セキュリティ論，IT 概論 

選択 4. オプション   

4-1. 統計および数理基礎  統計学入門，経営情報演習，IT 概論 

4-2. アルゴリズム基礎  IT 概論 

4-3. データ構造とプログラミング基礎  IT 概論，プログラミング１， 

プログラミング２ 

4-4. 時系列データ解析  経営情報演習 

4-5. テキスト解析   

4-6. 画像解析   

4-7. データハンドリング  行動科学概論，データベース概論， 

プログラミング１， 

プログラミング２ 

4-8. データ活用実践（教師あり学習）  経営情報演習 

4-9. データ活用実践（教師なし学習）  社会調査演習 

数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム（2020）「数理・データサイエンス・ＡＩ（リテラシーレベル）モデ

ルカリキュラム ～データ思考の涵養～」をもとに作成。下線は令和２（2020）年３月の数理・データサイエンス・ＡＩ教

育プログラム認定制度検討会議において示された５つの審査項目ごとのモデルカリキュラム対応箇所を表す。波線は社会情

報学科専門科目のうち他学科開放科目を表す。 



 

審査項目ごとのモデルカリキュラム対応箇所が示

されている。社会情報学科のデータサイエンス教

育に関わる科目は５つの審査項目ごとのモデルカ

リキュラム対応箇所すべてに対応している。 

米沢女子短期大学全体でみると，現状のカリキ

ュラムでは数理・データサイエンス・AI 教育プロ

グラム認定制度（リテラシーレベル）の認定要件

に適合しているとはいえない。教養科目のうちデ

ータサイエンス教育に関わる科目は，５つの審査

項目ごとのモデルカリキュラム対応箇所のうち４

箇所が該当している。社会情報学科のデータサイ

エンス教育に関わる科目のうち複数の科目は，社

会情報学科以外の学科に所属する学生が履修する

ことができる（以下「他学科開放科目」という。）。

しかし，５つの審査項目ごとのモデルカリキュラ

ム対応箇所に該当する一部の科目が他学科開放科

目ではないため，社会情報学科以外の学科に所属

する学生が当該科目を履修することは現状では難

しい。米沢女子短期大学が数理・データサイエン

ス・AI 教育プログラム認定制度（リテラシーレベ

ル）の認定を受ける場合は，大学全体としてカリ

キュラムの改編を議論する必要がある。 

 

5 おわりに 

米沢女子短期大学に開設されている学科のすべ

てが人文・社会科学・情報系の学科である。その

うち，社会情報学科のカリキュラムならびに米沢

女子短期大学全学共通の教養科目のカリキュラム

とともに，開講しているデータサイエンス教育に

関連する科目を紹介した。 

社会情報学科専門科目のカリキュラムが「社会

と心理」「経済と経営」「情報とメディア表現」の

三分野体制となって令和５（2023）年現在で 15

年目となる。15 年前からデータサイエンス教育に

関連する科目をカリキュラムに組み込んでいたこ

とは先見の明があったといえる。 

しかし，米沢女子短期大学が文部科学省の数理・

データサイエンス・ＡＩ教育プログラム（リテラ

シーレベル）の認定を受けることは，現段階では

難しいと考えられる。文部科学省の数理・データ

サイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度概要[8]

によると，数理・データサイエンス・ＡＩ教育プ

ログラムの認定要件の一つに「学生に広く実施さ

れる教育プログラム（全学開講）」という要件があ

る。朝日新聞と河合塾が実施した「数理・データ

サイエンス・ＡＩ教育」科目の実施・検討状況に

関する調査によると，「福岡県の私立女子大学は

『人文・社会科学系の学部で，どこまで力を入れ

るか，判断が難しい。教員の選定・人材確保も難

しい』と記述。」していることが明らかになってい

る[9]。この指摘のとおり，米沢女子短期大学にお

いても，人文系の学科でデータサイエンス教育に

どこまで力を入れるのか，そのさじ加減が難しい。

さらに米沢女子短期大学の各学科のカリキュラ

ム・ポリシー[4]を鑑みても，全学科にデータサイ

エンス教育を導入するためには，各学科のカリキ

ュラム・ポリシーの変更やカリキュラム改編など，

相当の時間や労力を割く必要がある。また数理・

データサイエンス・ＡＩ教育プログラム（リテラ

シーレベル）の認定要件の一つに自己点検評価の

実施がある。米沢女子短期大学は小規模大学であ

るがゆえ，教職員の人数が少ない。現状では教職

員各々が多数の業務を抱えているため，仮に数

理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム（リ

テラシーレベル）の認定を受ける場合には個々の

業務量がさらに増加することが懸念材料である。

このように現段階では米沢女子短期大学が文部科

学省の数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログ

ラム（リテラシーレベル）の認定を受けるために

は困難な課題を抱えている。 
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